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震
災
か
ら
あ
と
２
ヶ
月
で
４
年
を

迎
え
る
。
各
地
で
復
興
住
宅
や
高
台

移
転
工
事
の
完
成
が
少
し
ず
つ
進
ん

で
い
る
が
、
い
ま
だ
23
万
人
を
超
え

る
人
々
が
避
難
生
活
中
だ
。
５
年
と

定
め
ら
れ
た
集
中
復
興
期
間
の
最
後

の
１
年
を
控
え
た
復
興
庁
の
、
こ
の

３
ヶ
月
の
施
策
を
ま
と
め
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
産
業
な
ど
の
各
分
野

に
お
け
る
施
策
に
加
え
て
、
連
携
の

場
づ
く
り
や
情
報
発
信
へ
の
注
力
が

見
え
る
。

復興集中期間あと1年余
価値ある連携ハブとなれるか

【復興庁】ここ３ヶ月の施策のまとめ

国道のかさ上げ工事が進む岩手県釜石市。建築のプロ達は自らの受け持つ工事を「未来責任を背負う仕事」と熱く話してくれた。
（釜石市両石地区 戸田• 青紀土木特定建設工事共同事業体）

新
年
早
々
の
１
月
５
日
、
復
興
庁

か
ら
の
最
初
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
に

お
け
る
復
興
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

発
表
だ

っ
た（
ア
カ
ウ
ン
ト：@

Fukkocho_JAPAN

）。ツ
イ
ッ
タ
ー

と
い
え
ば
復
興
庁
は
、
２
０
１
３
年

の
職
員
に
よ
る
不
適
切
発
言
と
い

う
苦
い
経
験
が
あ
る
だ
け
に
、
情

報
発
信
強
化
へ
の
本
気
度
が
う
か

が
え
る
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
日
々
取
り
組
み

状
況
が
発
信
さ
れ
る
中
、
１
月
７
日

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の
新
し
い

施
策
「
被
災
者
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
開
始
」
の
文
字
が
な
ら
ん
だ
。
昨

年
11
月
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
事
業

で
は
、
被
災
者
の
見
守
り
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
各
地
域
に
住
民・
自
治
体・

N
P
O
・企
業
C
S
R
の
間
を
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
。

同
様
の
取
り
組
み
は
震
災
以
降
各

地
で
民
間
団
体
を
中
心
に
進
め
ら

れ
て
き
た
が
、
国
に
よ
る
事
業
化

で
さ
ら
な
る
連
携
と
体
制
の
強
化

を
図
る
も
の
だ
。

連
携
強
化
に
お
い
て
復
興
庁
は
、

２
０
１
３
年
に
設
立
し
た
官
民
連
携

推
進
協
議
会
を
母
体
と
し
た
会
員

交
流
会
へ
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨

年
11
月
に
は
郡
山
で
開
催
さ
れ
、

3
8
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が

集
っ
た
。
今
年
２
月
に
仙
台
で
行

わ
れ
る
第
4
回
交
流
会
で
は
、
島

根
県
海
士
町
や
徳
島
県
神
山
町
を

招
い
て
い
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
東

北
復
興
の
み
な
ら
ず
「
地
方
創
生
」

文
脈
を
か
ら
め
て
の
発
信
の
狙
い

が
見
て
取
れ
る
。

産
業
復
興
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

昨
年
11
月
に
は
「
販
路
開
拓
支
援

チ
ー
ム
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。

被
災
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
加

工
業
に
お
い
て
は
、
設
備
は
戻
っ
た

も
の
の
売
上
が
回
復
せ
ず
、
震
災

連
携
と

情
報
発
信
強
化
へ

打
ち
手

販
路
開
拓
と　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

に
よ
り
失
っ
た
販
路
を
い
か
に
取

り
戻
す
の
か
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に

は
製
造・卸・物
流・小
売・金
融
な
ど

か
ら
26
団
体
が
名
を
連
ね
た
。
参

加
団
体
の
１
つ
で
あ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
は
「
結
果
的
に
売

れ
る
こ
と
が
現
場
に
は
一
番
有
効
」

と
指
摘
す
る
。
情
報
共
有
に
留
ま

ら
ず
売
れ
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く

り
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
か
、

今
後
の
具
体
策
に
注
目
が
集
ま
る
。

そ
の
他
、
被
災
地
企
業
と
外
部

支
援
企
業
を
つ
な
ぎ
、
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
生
み
出
す
取
り
組
み
も

継
続
し
て
い
る
。
昨
年
12
月
に
福

島
県
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
た「
結

の
場
」
は
7
回
目
を
数
え
、
の
べ
１

８
０
を
超
え
る
支
援
企
業
を
被
災
地

と
つ
な
い
だ
。「
企
業
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
に
よ
り
支
援

し
た
福
島
県
内
の
事
業
者
か
ら
は
、

新
た
に
商
品
化
さ
れ
た
日
本
酒
が

発
表
さ
れ
た
。
同
事
業
で
は

2
0
1
2
年
度
以
降
こ
れ
を
含
む

24
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
助

言
や
指
導
に
留
ま
ら
な
い
直
接
的
な

「
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
」を
行
っ
て
い
る
。

復
興
庁
の
繰
り
出
す
連
携
の
打

ち
手
の
数
々
。
連
携
か
ら
生
ま
れ
た

取
り
組
み
が
価
値
を
生
む
こ
と
が

本
当
の
ゴ
ー
ル
だ
。
ハ
ン
ズ
オ
ン
支

援
を
行
う
復
興
庁
な
の
か
、
連
携

主
体
の
民
間
団
体
な
の
か
。
個
々

の
取
り
組
み
の
推
進
役
に
も
注
目

し
て
き
た
い
。

2014年度補正予算
（東日本大震災復興と区別会計）

2,597億円

「販路開拓チーム」メンバー
●一般社団法人 ＲＣＦ復興支援チーム  
●いわて新事業創造プラットフォーム形成協議会 
●特定非営利活動法人 ＥＴＩＣ． 
●キリン株式会社   
● Google イノベーション東北
●さんりくチャレンジ 
●信金中央金庫
●一般社団法人 新興事業創出機構 
●全国水産加工業協同組合連合会
●東北未来創造イニシアティブ
●日本加工食品卸協会  
●公益財団法人 日本財団   
●日本スーパーマーケット協会   
●日本百貨店協会   
●一般社団法人 日本フードサービス協会
●一般社団法人 東の食の会
●一般社団法人 北海道総合研究調査会
●一般社団法人 ＭＡＫＯＴＯ
●公益財団法人 三菱商事復興支援財団
●ミュージックセキュリティーズ株式会社
●全国信用協同組合連合会
●東北イノベーション推進室（PwC）
●東経連ビジネスセンター
●一般社団法人 日本物流団体連合会
●株式会社 東日本大震災事業者再生支援機構
●一般社団法人 ワカツク

生産現場と消費者がつながる、
新しい林業のかたち

［宮城県南三陸町］

2 ［産業］面

第36号

無料
年4回発行

e-mail: info@h-u-g.jp

発行所　NPO法人 HUG
〒151-0053

東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ

創刊 2012年1月16日

1

4-5 ［特集］面

更地からつくる新しい町
千年に一度のまちづくり
人口減少率日本一からの持続可能性への挑戦

［宮城県女川町］

7 ［コミュニティ］面

住民主導のまちづくり協議会

集団移転に夢を。
日本一住みやすい町を目指す

［宮城県東松島市］

復興現場の今がわかる
「好事例」共有メディア
WEB版▶http://www.rise-tohoku.jp

復
興
工
事
の
担
い
手

P政策
olicy

2015年1月19日月曜日（復興1409日目）                                 第36号

PICK UP
DATA

Policy

2015年1月9日復興庁発表
うち1500億円が中間貯蔵施設に係る交付金、
1000億円が福島復興交付金（いずれも新設）



その他および無回答10.0％

生産現場と消費者がつながる、
新しい林業のかたち

[ 宮城県南三陸町 ]

　

地
域
資
源
を
活
用
し
て
産
業
振
興

を
。
東
北
の
み
な
ら
ず
全
国
の
地
域

が
、
地
方
創
生
の
か
け
声
の
も
と
で

そ
の
具
体
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
の
面
積
の
77
％
を
森
林
が
占
め
る

宮
城
県
南
三
陸
町
で
は
、
森
林
資
源

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

山
・
里
・
海
、
そ
し
て
生
産
現
場
と

消
費
者
を
つ
な
げ
る
新
た
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

を
取
り
巻
く
環
境
は
優
し
い
も
の

で
は
な
い
。
南
三
陸
町
内
で
も
、

収
益
を
見
込
め
な
い
等
の
理
由
で

未
活
用
の
森
林
が
多
い
の
が
現
状

だ
。
佐
藤
さ
ん
は「
木
材
生
産
だ
け

に
頼
ら
な
い
持
続
可
能
な
産
業
モ

デ
ル
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、

自
社
の
経
営
再
建
に
加
え
、
町
の

森
林
資
源
の
付
加
価
値
創
造
へ
向

け
た
手
を
う
ち
始
め
た
。

そ
の
一
つ
が
、
森
林
管
理
に
関
す

る
国
際
認
証
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
取
得
へ
向

け
た
取
り
組
み
だ
。
環
境
や
社
会

に
配
慮
し
た
、
持
続
可
能
な
林
業

経
営
を
行
う
こ
と
は
未
来
へ
向
け

た
責
任
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
外

部
に
発
信
す
る
こ
と
は
、
南
三
陸

材
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
必
要
性
を
町
内
関
係
者

へ
力
説
し
た
「
無
邪
気
な
若
者
」
の

働
き
も
あ
り
、
現
在
南
三
陸
町
で

は
、
森
林
組
合
を
管
理
者
と
し
た

町
内
３
つ
の
民
間
事
業
者
に
よ
る

森
林
管
理
の
グ
ル
ー
プ
認
証
（
Ｆ
Ｍ

認
証
）、
お
よ
び
製
材
所
や
工
務
店

に
よ
る
加
工・流
通
の
認
証
（
Ｃｏ
Ｃ

認
証
）
の
取
得
申
請
が
進
ん
で
い
る
。

順
調
に
い
け
ば
今
年
の
夏
に
は
認

証
取
得
の
予
定
。
こ
れ
を
皮
切
り

に
町
有
林
を
含
む
町
内
の
他
の
森

林
に
こ
の
動
き
を
広
め
て
い
き
た

い
考
え
だ
。

付
加
価
値
の
高
い
新
し
い
林
業

の
た
め
に
は
、
生
産
現
場
の
改
善

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
そ
う
考
え

た
佐
藤
さ
ん
ら
は
、
並
行
し
て
消

費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改

善
に
も
努
め
て
い
る
。「
離
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
川
上
（
生
産
現
場
）、

川
中（
大
工
や
工
務
店
）、
川
下（
消

費
者
）
を
、
林
業
者
た
ち
も
積
極
的

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
つ
な

げ
て
い
く
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
け
で
な

く
ス
ト
ー
リ
ー
を
届
け
る
こ
と
が
、

南
三
陸
の
町
や
木
の
フ
ァ
ン
づ
く

り
と
な
る
は
ず
で
す
」。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

間
伐
体
験
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ツ

ア
ー
の
実
施
だ
。
観
光
協
会
や
企

業
と
も
連
携
し
、
選
木
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
学
び
な
が
ら
、
自
ら
の
手

で
ノ
コ
ギ
リ
を
持
っ
て
木
を
切
る
３

時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
開
発
し

た
。
ツ
ア
ー
実
施
に
は
思
わ
ぬ
副

産
物
も
あ
っ
た
。
同
じ
く
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
漁
業
や
農
業

と
の
連
携
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の

だ
。「
こ
の
町
の
特
徴
は
、
分
水
嶺

に
囲
ま
れ
た
中
に
山・里・海
が
あ
る

こ
と
で
す
。
町
を
訪
れ
る
人
に
は
、

林
業
の
現
場
で
あ
る
山
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
の
全
て
に
触
れ
て

欲
し
い
」
と
佐
藤
さ
ん
。
消
費
者
と

向
き
合
う
こ
と
に
よ
り
、
南
三
陸

ら
し
さ
や
魅
力
を
深
め
て
い
く
の

だ
。情

報
発
信
を
通
じ
て
、
町
や
山

の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

佐
藤
さ
ん
だ
け
で
は
な
い
。
製
材

業
を
営
む
丸
平
木
材
株
式
会
社
の

小
野
寺
邦
夫
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

同
社
は
震
災
で
工
場
が
流
さ
れ
な

が
ら
も
、
１
年
後
に
は
工
場
を
新

設
し
て
営
業
を
再
開
。

「
単
な
る
木
材
料
を
行
う
だ
け
な

ら
大
き
な
リ
ス
ク
や
負
債
を
背
負
っ

て
ま
で
創
業
し
な
か
っ
た
」
と
話
す

小
野
寺
さ
ん
は
、「
木
の
力
を
伝
え

る
」
こ
と
を
第
二
の
創
業
の
コ
ン
セ

プ
ト
に
か
か
げ
た
。
見
学
会
等
に

お
い
て
消
費
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
、
木
そ
の
も
の

の
価
値
を
伝
え
て
い
る
。「
木
は
単

な
る
マ
テ
リ
ア
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
自
然
に
生
き
る
命
で
あ
り
、
歴

史
的
に
も
人
々
の
暮
ら
し
を
精
神

的
に
も
物
質
的
に
も
豊
か
に
す
る

か
け
が
え
の
な
い
も
の
。
そ
れ
を

伝
え
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命

で
す
」。

本
業
の
か
た
わ
ら
、
思
い
を
共

有
す
る
人
た
ち
と
の
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、「
一
般
社
団

法
人
山
さ
ご
ざ
い
ん
」
を
立
ち
上
げ

た
。
他
一
次
産
業
や
教
育
、
芸
術
や

文
化
な
ど
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
、
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
な
ど
を
生
み
出
し
て
い

く
母
体
と
な
る
。「
木
の
力
を
信
じ

る
私
た
ち
の
思
い
を
、〝
安
く
大
量

に
〞
を
求
め
る
市
場
に
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
林
業
に
限
ら
ず
、
医
学
や
科

学
な
ど
を
含
め
た
他
業
種
と
も
横

断
的
に
連
携
し
た
情
報
発
信
が
必

要
で
す
」
と
そ
の
目
的
を
話
す
。
既

に
「
流
域
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
、
い
く

つ
も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
今
後
も
地
域
内
外
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
画
を
期
待
し
て
い

る
。山

さ
ご
ざ
い
ん
設
立
の
思
い
を
、

小
野
寺
さ
ん
は
こ
う
話
す
。「
一
番

怖
い
風
化
は
、
外
の
人
で
は
な
く
、

地
域
の
中
で
の
風
化
で
す
。
あ
の

と
き
感
じ
た
、
生
き
て
い
る
実
感
、

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、
自

然
の
恵
み
と
脅
威
。
生
き
残
っ
た

私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
、
本

当
の
豊
か
さ
や
価
値
観
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
風
化
さ
せ
ず
外
に
発
信

す
る
事
で
、
新
し
い
つ
な
が
り
や

価
値
を
生
ん
で
い
き
た
い
」。

佐
藤
さ
ん
、
小
野
寺
さ
ん
ら
の

取
り
組
み
は
、
産
業
振
興
を
超
え
、

豊
か
な
生
活
や
地
域
と
は
何
か
を

私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
く
れ
る
。

■町村別の回答（2014 年調査。「無回答」除く）

基本属性（2014 年）

「
僕
は
無
邪
気
な
若
者・
ば
か
者

で
す
」。
そ
う
話
す
一
人
の
若
手
林

業
家
が
、
南
三
陸
町
で
林
業
の
発

展
へ
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
。
町

内
で
２
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を

経
営
す
る
株
式
会
社
佐
久・専
務
の

佐
藤
太
一
さ
ん
は
、
大
学
で
物
理
学

を
学
び
博
士
号
を
取
得
し
た
後
、

２
０
１
２
年
に
南
三
陸
町
へ
帰
郷
。

同
社
の
森
林
経
営
計
画
の
刷
新
に

取
り
組
み
、
新
規
に
２
名
の
技
術

者
を
雇
用
す
る
な
ど
攻
め
の
林
業

で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

し
か
し
、
木
材
需
要
の
低
迷
や

輸
入
材
と
の
競
争
な
ど
林
業
経
営

町
内
グ
ル
ー
プ
で

国
際
認
証
獲
得
へ

情
報
発
信
の

非
営
利

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

林
業
・
農
業
・
漁
業
が

ひ
と
つ
に
つ
な
が
る

震災関連 倒産件数

PICK UP
DATA

Business
PICK UP

DATA

Business

2015年1月5日東京商工リサーチ発表
2014年12月は5件と2011年3月以降最小。累計では1,538件。

ヶ月連続
前年同月下回る

●復興庁の発表資料をもとに東北復興新聞が集計　●調査は2013年8～10月と2014年8～10
月に実施（楢葉町のみ2014年1月と10月の比較）●回答者数（5町合計）は2013年16,681世
帯、2014年16,261世帯　●川俣町と川内村の調査結果は2015年２月上旬に公表予定

調査概要

（左）「実際に山を見て、ス
トーリーを知ってもらうこと
で、木材製品などの付加価値

も高まる」（右）株式会社佐久

の佐藤太一さん。山で育ち大

の自然好き、大学では物理学

で博士号を取得した

上）南三陸町観光協会の「まちのなか大学」で行った間伐体験プログラム

年代

住居
形態

今春の避難指示
解除を目指すと

発表済み

31
復興庁は原発の被災自治体に対する住民意向調査を2012年
から実施しており、３回目となる今年度の調査結果が10月以
降、順次公表されている。様々な要因が複雑に絡み合う住民
の思いは今￣￣。浪江、富岡、大熊、楢葉、双葉、各町の意向
調査をもとに、現在の住民意識と今後の必要な支援を分析し
た。

住民意向調査から見える福島の避難状況
避難者の推移（県調査）（単位：人）

3 2

■復興公営住宅の入居意向 ※楢葉町除く 

「判断できない」が減少、徐々に意志決定が進む

希望する

戻りたい

現時点でまだ
判断できない

現時点でまだ
判断できない

希望しない

戻らない

■将来的な帰還意向

消極派に
帰還目途の

提示を！

2012年12月

■入居後に必要なサービス ※楢葉町除く 

 ■帰還後に希望する行政支援 ※浪江町除く

■帰還判断に必要な情報］
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23.2%

2013年

2014年

2013年

戻りたい 判断できない 戻らない

2014年

20代以下3.1％

30代8.7％

仮設住宅（プレハブ）20.4％

仮設住宅（借り上げ）38.4％

民間賃貸住宅12.6％

持ち家18.6％

40代12.0％

50代19.3％ 60代25.7％ 70代以上29.5％

無回答1.7％

17.4% 18.2%

31.6%
27.4%

45.5%
48.1%

浪江町 17.6% 24.6% 48.4%

富岡町 11.9% 30.7% 49.4%

大熊町 13.3% 25.9% 57.9%

楢葉町 45.7% 30.5% 22.9%

双葉町 12.3% 27.9% 55.7%

34.3%

21.2% 22.1%

41.3%

53.5%

全体157,136

全体138,949

全体121,916

57.6%

51.9%

47.4%

41.6%

40.3%

39.0%

37.9%

35.0%

33.6%

0 10 60 7050403020

入居、帰還後は医療や商業施設、健康相談、交流支援がポイントに

70.2%

※上記調査で「現時点で判断できない」「戻らない」の回答者に質問。複数回答

2015年1月19日月曜日（復興1409日目）                                 第36号

B 産業復興

usinessFukushima

2015年1月19日月曜日（復興1409日目）                                 第36号

ふくしま復興

39.0%健康相談員の設置

37.7%避難住民同士の交流会などの開催

34.9%高齢者向けの見守り（巡回など）

80.6%医療、介護福祉施設の再開や新設

68.5%商業施設の再開や新設

64.9%住宅の修繕や建て替えの支援

放射能の人体への影響

どの程度の住民が戻るか

原発の安全性に関する内容

放射線量低下、除線成果の目途

道路、鉄道、学校、病院など
社会インフラ復旧の目途

避難指示解除時期の目安

住宅確保への支援

中間貯蔵施設

賠償額の確定

働く場の確保の目途

復興公営住宅や帰還への「積極派」と「消極派」、それぞれに必要な生活サービスや行政支援を探った（2014年調査）

県内98,528 県外58,608

県内89,947

県内75,796

県外48,944

県外46,070

2013年12月

2014年11月



津
波
で
町
の
8
割
の
建
物
が
被
災
、
総
務
省
が
2
0
1
4
年
6
月
に
発
表
し
た
統
計
で
は

人
口
減
少
率
6.
5
4
％
と
全
国
一
高
か
っ
た
宮
城
県
女
川
町
で
、

町
全
体
を
再
デ
ザ
イ
ン
す
る
復
興
事
業
が
進
ん
で
い
る
。

千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
津
波
の
被
害
に
遭
い
、
更
地
に
な
っ
た
土
地
に
新
た
な
町
を
作
る
。

そ
れ
は
、
建
物
の
再
建
や
区
画
整
理
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で
の
大
規
模
事
業
で
あ
る
と
同
時
に
、

 「
地
域
が
将
来
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ
う
に
あ
り
た
い
か
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
、

町
と
い
う
形
に
表
現
す
る
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

全
国
で
も
類
を
見
な
い
規
模
の
本
事
業
の
、
計
画
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
追
っ
た
。

千
年
に
一
度
の

ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
率
日
本
一
か
ら
の
持
続
可
能
性
へ
の
挑
戦

女
川
町
震
災
復
興
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
土
地
利
用
の
基
本
的
な

方
向
と
し
て
、
居
住
地
は
今
回
の
津
波
と
同
等
の
津
波
に
も
浸
水
し
な
い

高
さ
の
土
地
に
集
約
し
、
低
地
は
産
業
用
地
と
し
て
商
業
・
水
産
加
工
業
・

漁
業
に
活
用
す
る
、
と
明
確
に
分
け
て
い
る
（
図
1
）。
女
川
町
は
、
東
日

本
大
震
災
で
死
者・行
方
不
明
者
8
2
7
名
と
い
う
人
口
比
最
大
の
人

的
被
害
を
出
し
て
い
る
が
、
復
興
計
画
に
お
い
て
防
潮
堤
を
作
ら
な
い

こ
と
を
い
ち
早
く
決
定
し
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
町
で
海
と
と
も
に
生
き

て
き
た
町
民
は
、
海
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
を
選
ば
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
、

津
波
が
来
て
も
逃
げ
ら
れ
る
、
建
物
は
失
っ
て
も
人
命
は
失
わ
な
←

   

う
場
、
来
町
者
を
呼
び

込
む
場
と
し
て
も
活
用

さ
れ
る
。

震
災
前
に
1
万
14
人

だ
っ
た
女
川
町
の
人
口

は
、
7
千
1
9
7
人
（

2
0
1
4
年
10
月
31
日

時
点
）
に
ま
で
減
少
し
た

。
商
店
街
を
含
む
中
心

市
街
地
の
開
発
・
運
営

を
担
う
ま
ち
づ
く
り
会

社
、「
女
川
み
ら
い
創
造

株
式
会
社
」専
務
の
近
江

弘
一
さ
ん
は
、
新
た
な
町

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
こ
う
語
る

。「
直
近
で
定
住
人
口
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
前
提
で
、

人
口
の
新
陳
代
謝
が
で

き
る
町
を
つ
く
り
た
い

ん
で
す
。
団
塊
世
代
の

二
地
域
居
住
、
3
年
間

住
む
若
者
を
生
む
全
寮

制
高
校
の
設
置
な
ど
、

永
住
で
は
な
く
て
も
数

年
間
町
に
居
住
す
る
人

が
生
ま
れ
る
仕
組
み
を
作
り
、
人
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
循
環
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
延
長
線
上
に
定
住
人
口
の
増
加
が
見
え
て
く

る
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
女
川
で
過
ご
す
時
間
、
女
川
で
体
験
で

き
る
こ
と
の
価
値
を
形
に
し
て
見
せ
て
い
き
た
い
」。

そ
の
軸
と
な
る
の
は
、
震
災
前
か
ら
女
川
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
女
川
が
持
て
る
も
の
、
だ
と
い
う
。
女
川
の
ま
ち
づ
く
り

は
海
の
存
在
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、
町
内
各

所
に
海
が
見
え
る
眺
望
点
が
設
定
さ
れ
る
。「
獲
る 

・ 

調
理
す
る 

・ 

食
べ

る
」
の
一
連
が
体
感
で
き
る
新
し
い
漁
業
体
験
施
設
の
開
設
も
、
海
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
。
商
店
街
に
も
海
鮮
を
提

供
す
る
飲
食
店
や
鮮
魚
店
な
ど
、
女
川
の
海
の
恵
み
を
味
わ
え
る
店
舗

の
入
居
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
物
産
セ
ン
タ
ー
に
は
、
津
波
被
害
に

遭
い
現
在
は
仮
設
店
舗
で
の
営
業
を
続
け
て
い
る
「
マ
リ
ン
パ
ル
女
川
お

さ
か
な
市
場
」が
新
し
い
形
で
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

2
0
1
5
年
3
月
21
日
、
女
川
駅
の
開
業
に
合
わ
せ
て
、
不
通
と
な
っ
て
い

い
町
を
作
る
こ
と
を
決
め
た
。
現
在
、
女
川
町
の
各
所
で
は
山
を
切
り

開
い
て
宅
地
を
整
備
し
、
そ
の
土
で
低
地
を
嵩
上
げ
す
る
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
J
R
女
川
駅
を
中
心
と
す
る
低
層
の
産
業
地
の
整
備
事
業
も
着

々
と
進
ん
で
お
り
、
2
0
1
5
年
3
月
に
J
R
女
川
駅
が
開
業
す
る
の

を
皮
切
り
に
、
新
施
設
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
す
る（
表
1
、
図
2
）。
建
築

界
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
言
わ
れ
る
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
坂
（
ば
ん
）
茂

氏
の
設
計
に
よ
る
新
女
川
駅
は
、
羽
を
広
げ
た
ウ
ミ
ネ
コ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン
。
温
泉
施
設
と
展
望
施
設
を
備
え
て
お
り
、
女
川
観
光
の
拠

点
と
な
る
。
新
設
さ
れ
る
漁
業
体
験
施
設
は
、
津
波
で
流
さ
れ
た
旧
女

川
駅
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
か
し
て
建
設
さ
れ
る
。

新
た
な
女
川
の
町
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
事

業
再
生
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
女
川
駅
か
ら
海
に
向
か
っ

て
延
び
る
テ
ナ
ン
ト
型
商
店
街
だ
。
2
0
1
4
年
12
月
時
点
で
、
飲
食
店

、
日
用
品
店
な
ど
25
事
業
者
の
参
画
が
決
定
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
住
民
の
集

図2：中心市街地計画（出典：女川町復興まちづくり情報交流館）

た
J
R
石
巻
線
の
浦
宿
〜
女
川
間
が
開
通
す
る
。
同
年
6
月
ま
で
に
は

陸
前
小
野
〜
高
城
町
間
が
復
旧
し
J
R
仙
石
線
が
全
線
開
通
す
る
予
定

で
、
仙
台
か
ら
女
川
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向
上
す
る
。
駅
周
辺

に
コ
ン
パ
ク
ト
に
魅
力
が
詰
ま
っ
た
中
心
市
街
地
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て

利
便
性
が
高
く
、
来
町
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら

長
期
滞
在
者
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
訪
れ
た
人
の
期
待

を
上
回
る
体
験・価
値
を
提
供
で
き
る
か
に
懸
か
っ
て
い
る
。

被
害
の
大
き
か
っ
た
市
町
村
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
ス
ピ
ー
ド
の
速
い

ま
ち
づ
く
り
は
、
ど
の
よ
う
に
実
現
へ
向
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
近
江

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
女
川
町
の
復
興
計
画
が
進
ん
だ
理
由
は「
防
潮
堤
は
作

ら
な
い
と
意
思
決
定
し
た
こ
と
、
み
ん
な
が
町
の
復
興
を
願
っ
て
い
る

時
期
に
い
ち
早
く
土
地
の
権
利
を
放
棄
さ
せ
区
画
整
理
を
進
め
た
こ
と
、

継
続
的
に
話
し
合
う
場
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
」の
3
点
だ
と
い
う
。

特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
「
話
し
合
う
場
」
だ
。「
女
川
町
復
興
ま
ち

づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
会
議
」が
設
け
ら
れ
、
2
0
1
4
年
10
月
ま
で
に
15
回
開

催
さ
れ
て
き
た
。
有
識
者
と
と
も
に
町
長
か
ら
住
民
ま
で
が
参
加
し
、

町
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
建
造
物
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
、
町
全

体
の
方
向
性
を
話
し
合
っ
て
い
る
。
女
川
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
小
中
学

生
も
参
加
し
、
30
代 

・ 

40
代
が
中
心
と
な
っ
て
動
き
、
町
の
年
長
者
か

ら
、「
60
代
は
口
を
出
さ
ず
、
50
代
は
口
を
出
し
て
も
い
い
け
ど
手
は
出

さ
ず
」
と
言
わ
れ
た
上
の
世
代
が
支
え
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
震
災
後
の

2
0
1
2
年
に
初
当
選
し
た
須
田
善
明
町
長
も
42
歳
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
中
心
に
な
っ
て
い
る
人
々
と
同
世
代
だ
。

現
在
56
歳
の
近
江
さ
ん
は
言
う
。「
ま
ち
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
る
の
に

あ
と
5
年
か
か
り
ま
す
。
継
続
的
に
人
を
呼
び
〝
株
式
会
社
女
川
町
〞を

事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

。
だ
か
ら
、
持
続
可
能
な
町
の
仕
組
み
を
作
り
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
が
自
分
た
ち
の
世
代
の
役
目
な
ん
で
す
。
女
川
は
津
波
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
、
人
口
減
少
率
も
全
国
で一
番
高
い
。
そ
の
女
川
で

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
な
ら
、
全
国
ど
こ
で
で
も
で
き
る

と
い
う
事
例
に
な
る
で
し
ょ
う
」。

平
成
の
大
合
併
で
も
独
立
の
道
を
選
び
、
町
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
強
い
女
川
町
。
女
川
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
携
え
、

津
波
の
被
害
か
ら
再
び
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

３
月
に
は
新
駅
舎
も
誕
生
。

「
海
と
と
も
に
生
き
る
」
町
を

具
現
化
へ

6 1

工事が進む女川町。海に面した低層地は
公園になる

1

左奥に見えるのが、建設が進むJR女川駅舎6

まちづくり会社・女川みらい創業株式会社
の近江専務

5

5

234

住
民
と
来
訪
者
が
と
も
に
集
う　

海
を
生
か
し
た
ソ
フ
ト
を

取
り
込
む
中
心
市
街
地

図1：嵩上げ計画（出典：女川町復興まちづくり説明会（町中心部）資料 H24.7）

2015年

2015年

2015年

2015年

主な中心部施設の開業予定

JR女川駅開業、
フューチャーセンター開設3月

5月 漁業体験施設開業

年度内 プロムナード
（テナント型商店街、地域交流センター）開業

年度内 物産センター開業

2014年3月に行われにぎわいを見せた「女
川復幸祭」。今年は女川駅開業とあわせて3
月21・22日に行われる

2 4〜

「
6０
代
は
口
を
出
さ
ず
、
５０
代
は

手
を
出
さ
ず
に
支
援
す
る
」。

次
世
代
が
中
心
と

な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
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ち地
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つ
く
る
新
し
い
町
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集団移転に夢を。
日本一住みやすい町を目指す

【宮城県 東松島市】住民主導のまちづくり協議会

　

今
年
度
に
入
り
、
各
地
で
集
団
移
転

の
住
宅
造
成
工
事
や
土
地
区
画
整
備
の

合
意
が
進
み
、
早
い
所
で
は
入
居
も
開

始
さ
れ
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
住
居
と
い
う
ハ
ー
ド
の
整
備
に
加

え
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

高
齢
化
や
人
口
減
が
進
む
中
で
課
題
は

多
い
が
、
こ
れ
こ
そ
、
い
ま
東
北
で
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

「
ス
ゴ
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
進
ん
で

い
る
と
聞
き
、
東
松
島
を
訪
ね
た
。
な

ん
で
も
、
日
本
一
を
目
指
し
て
盛
り
上

が
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

れ
た
「
あ
お
い
地
区
」
と
い
う
名
の

新
し
い
町
が
誕
生
し
た
の
だ
。

地
区
の
名
前
決
め
に
限
ら

ず
、
協
議
会
は
粘
り
強
く
役

場
と
も
交
渉
し
な
が
ら
、
着

実
に
新
し
い
町
の
設
計
を
進

め
て
い
る
。
な
ぜ
協
議
会
メ

ン
バ
ー
や
住
民
が
積
極
的
に

話
し
合
い
に
参
加
す
る
か
尋

ね
る
と
、
小
野
さ
ん
は「
ど
う

せ
な
ら
、
日
本
一
の
町
を
目
指

そ
う
！
と
い
う
夢
で
す
」と
。

そ
れ
か
ら
、
東
洋
経
済
新

報
社
が
発
表
す
る「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
現
在
３
年
連

続
日
本
一
を
獲
得
し
て
い
る
、

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
あ
る
印

西
市
の
前
町
長
を
招
い
て
話

を
伺
っ
た
。
町
の
見
守
り
の

仕
組
み
に
つ
い
て
、
島
根
県

雲
南
市
へ
視
察
に
も
行
っ
た
。

20
年
30
年
後
、
他
の
自
治
体

が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
つ
く
る
際

に
視
察
に
来
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
日
本
一
の
町
を
作
ろ
う
。

共
通
の
目
標
を
定
め
、
議
論

や
経
験
を
共
有
し
て
い
く
こ

と
で
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の

主
体
性
は
更
に
上
が
っ
て

い
っ
た
。

日
本
一
の
町
は
ど
ん
な
景
観

が
い
い
だ
ろ
う
。
皆
で
県
内

3
つ
の
団
地
に
視
察
に
行
き
、

防
災
集
団
移
転
宅
地
に
家
を

建
て
る
２
７
３
世
帯
向
け
の

「
街
並
み
ル
ー
ル
」
を
話
し
合
っ

て
決
定
。
将
来
的
な
建
て
替

え
や
新
規
入
居
に
よ
っ
て
崩

れ
て
い
か
な
い
よ
う
、
完
成
し
た

ル
ー
ル
は
地
区
計
画
条
例
に
し
て

も
ら
っ
た
。

区
画
の
決
め
方
も
、
行
政
任
せ

で
は
な
い
。「
親
子
な
ど
三
親
等
以

内
の
家
族
な
ら
、
隣
接
２
区
画
の
利

用
を
申
し
込
め
る
」、

「
親
族
や
友
人
、
仮
設

住
宅
で
仲
良
く
な
っ
た

仲
間
な
ど
複
数
世
帯
で

グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
同

じ
ブ
ロ
ッ
ク
に
申
し
込

め
る
」
な
ど
、
住
民
の

リ
ア
ル
な
目
線
に
立
っ

た
ル
ー
ル
を
設
定
。
最

終
手
段
の
抽
選
を
行
う

こ
と
な
く
、
全
て
話
し

合
い
で
円
満
に
決
ま
っ

た
と
い
う
。
公
営
住
宅

で
禁
止
に
な
っ
て
い
る

ペ
ッ
ト
も
、
飼
い
主
た

ち
で
ル
ー
ル
を
つ
く
り

徹
底
す
る
こ
と
に
し
て

許
可
を
取
り
付
け
た
。

ま
さ
に
住
民
が
望
む
ま

ち
づ
く
り
を
、
住
民
主
導
の
議
論

に
よ
っ
て
進
め
て
い
っ
た
の
だ
。

多
く
の
住
民
が
仮
設
住
宅
か
ら

移
る
あ
お
い
地
区
で
は
、
今
後
さ

ら
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
住
民
同
士
で
支

え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、
協

議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
部
会
で

は
、
１
〜
３
丁
目
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

会
に
加
え
、
３
つ
を
ま
と
め
た
「
自

治
会
連
合
会
」
を
つ
く
り
、
入
居
開

始
前
か
ら
自
治
会
ル
ー
ル
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
顔
見
知
り

を
つ
く
る
た
め
の
住
民
の
交
流
会

も
早
い
う
ち
か
ら
開
催
。
今
後
時

期
が
ず
れ
て
順
次
入
居
が
進
む
中

で
も
、
安
心
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
を
目
指
し
て
い
る
。

小
野
さ
ん
は
、
視
察
に
行
っ
た
島

根
県
の
雲
南
市
に
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た

と
言
う
。
た
と
え
ば
車
が
な
く
て
買

い
物
に
行
け
な
い
80
歳
の
方
の
為
に
、

車
を
持
つ
元
気
な
70
歳
の
方
が
代
わ

り
に
買
っ
て
き
て
あ
げ
る
。「
助
け

て
ほ
し
い
人
」と
「
助
け
て
あ
げ
ら
れ

る
人
」
が
お
互
い
に
手
を
あ
げ
ら
れ

る
、
助
け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
て
い
た
。「
住
民
同
士
に
限
ら

ず
、
役
場
の
人
や
、
福
祉
担
当
の
見

守
り
を
す
る
人
、
地
域
の
医
者
や
看

護
学
生
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域

の
人
を
見
守
っ
て
い
た
ん
で
す
。
ま

ず
自
治
会
が
見
守
り
を
や
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
組
ん
で
み
た
い
」。

小
野
竹
一
さ
ん
は
、
市
の
大
曲・堺

堀
地
区
に
あ
る
、
約
３
０
０
世
帯
の

仮
設
住
宅
の
自
治
会
長
も
務
め
て

い
る
。
元
々
は
４
０
０
世
帯
あ
っ
た

住
宅
で
、
日
一
日
と
住
民
が
減
っ
て

い
く
中
、
仮
設
外
の
人
々
に
も
開
か

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
盛
り
立
て
て
い
る
。
あ
る
時

は
市
長
も
来
て
く
れ
た
。
若
い
衆
も

「
竹
一
さ
ん
が
言
う
な
ら
」
と
こ
ぞ
っ

て
協
力
し
て
く
れ
る
。

小
野
さ
ん
が
言
っ
た
一
言
が
後
か

ら
沁
み
る
よ
う
に
蘇
っ
て
く
る
。

「
あ
お
い
地
区
の
自
治
会
は
、
他
の

人
た
ち
に
任
せ
ま
す
よ
。
私
は
、

や
ら
せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、
最
後
ま

で
こ
の
仮
設
を
守
り
た
い
」。
さ
ま

ざ
ま
な
事
情・想
い
を
抱
え
た
仮
設

住
宅
の
住
民
に
と
っ
て
、
こ
の
こ

と
は
ど
れ
だ
け
心
強
い
だ
ろ
う
か
。

東
松
島
市
は
、
松
島
町
と
石
巻

市
の
間
に
あ
る
、
震
災
前
の
人
口
約

４
万
３
千
人
の
市
。
津
波
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
、
他
の
被
災
自

治
体
と
同
様
、
沿
岸
地
域
は
「
津
波

危
険
区
域
」
に
指
定
さ
れ
宅
地
利
用

が
不
可
能
に
な
っ
た
。
市
は
市
内

７
カ
所
に
集
団
移
転
先
と
な
る
造

成
工
事
を
行
い
、
賃
貸
型
の
災
害

公
営
住
宅
計
１
０
１
０
戸
、
個
人
に

よ
る
戸
建
て
用
の
防
災
集
団
移
転

宅
地
計
７
１
３
区
画
を
整
備
す
る
。

７
カ
所
の
う
ち
５
カ
所
は
す
で
に
完

成
し
、
団
地
型
の
住
宅
で
は
入
居

も
開
始
し
て
い
る
。

現
在
整
備
中
の
東
矢
本
駅
北
地

区
は
、
東
松
島
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、

被
災
地
全
体
で
見
て
も
最
大
規
模

の
集
団
移
転
に
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東
矢

本
駅
北
側
の
田
圃
約
22
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
、
災
害
公
営
住
宅
３
０
７
戸
、
移

転
用
宅
地
２
７
３
区
画
の
計
５
８
０

戸
分
が
整
備
さ
れ
、
約
１
８
０
０
人

が
移
転
す
る
計
画
だ
。
ま
さ
に
、

新
し
い
町
が
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
が
ろ

う
と
し
て
い
る
。

２
０
１
２
年
11
月
、
構
想

段
階
か
ら
住
民
の
意
見
を

取
り
入
れ
よ
う
と
、
住
民

の
代
表
31
人
が
役
員
と
な

る
ま
ち
づ
く
り
整
備
協
議

会
が
設
立
さ
れ
た
。

協
議
会
で
は
、
31
人
（
後

に
39
人
に
増
員
）
の
役
員
を

５
〜
６
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
た
８
つ
の
専
門
部

会
を
つ
く
り
、
新
し
い
町
の

計
画
を
一
つ
ひ
と
つ
決
定
し

て
い
っ
た
。
公
園
な
ど
公

共
施
設
を
考
え
る
部
会
、

区
画
決
定
ま
で
の
進
め
方

を
考
え
る
部
会
、
街
並
み

を
検
討
す
る
部
会
な
ど
各

部
会
の
他
、
必
要
に
応
じ

て
、
住
民
参
加
の「
井
戸
端

会
議
」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
）
も
行
っ
た
。
す
べ
て
合

計
す
る
と
年
間
１
２
０
回
以

上
、
実
に
３
日
に
１
回
の

ペ
ー
ス
。
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
小
野
竹
一
さ
ん
は
、

そ
の
す
べ
て
に
出
席
し
て

き
た
と
い
う
。

「
最
初
は
役
員
も
皆
、
言

い
た
い
こ
と
ば
か
り
言
っ
て

話
が
進
み
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
５
８

０
世
帯
の
人
に
選
ば
れ
た
役

員
で
し
ょ
う
。
住
民
の
た
め

に
一
刻
も
早
く
進
め
る
の
が

役
目
。
そ
こ
で
、
一
度
決
め

た
こ
と
は
後
で
ひ
っ
く
り
返

さ
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を

←  

じ
ゃ
な
い
。
子
や
孫
の
た
め
の

町
だ
か
ら
」
と
小
野
さ
ん
。
さ
ら

に
、
決
ま
っ
た
名
前
を
住
所
名
に

も
し
た
い
と
役
所
に
申
請
し
た
。

一
度
は
「
元
々
あ
る
郵
便
番
号
が
」、

「
現
在
住
ん
で
い
る
人
へ
の
影
響

←
決
め
た
ん
で
す
。
徐
々
に真
剣

さ
と
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

ね
」。こ

の
協
議
会
が
ぐ
ん
ぐ
ん
と
推

進
力
を
発
揮
し
て
い
く
。
例
え
ば

新
し
い
町
の
名
前
は
公
募
で
決
め

が
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
で
き
な
い

理
由
」
で
却
下
さ
れ
た
が
、
小
野
さ

ん
を
始
め
と
す
る
協
議
会
メ
ン
バ
ー

が
一
つ
ひ
と
つ
説
得
し
解
決
し
て

い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
東
松
島
の

海
と
空
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
と
選
ば

た
。
3
0
0
点
近
い
応
募
の
中
か

ら
中
学
生
も
加
わ
っ
て
選
考
し
、

10
案
に
絞
り
、
そ
れ
を
一
世
帯
１

票
で
は
な
く
、
住
民
全
員
の
一
人

１
票
で
投
票
し
た
。「
今
作
っ
て

い
る
こ
の
町
は
、
私
の
世
代
の
町

５
８
０
戸
の
大
規
模

集
団
移
転
地
区
。

住
民
の
協
議
会
発
足

高
齢
化
を
前
提
に

助
け
支
え
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
を

未
来
の
世
代
の
た
め
。

目
標
を
持
つ
こ
と
で

地
域
が
変
わ
る
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　その“大人の遊び場” を訪れたのは 2014年の
年末。
　山の中腹にある木造の小屋の中で、ストーブに薪

（まき）がくべられ、鉄製の鍋が湯だった音をたて
ながら蒸気を吐く。天井から裸電球が無造作に
吊り下がり、木くずが舞うその室内では、男たちが
電動の糸鋸で木を形作り、研磨機で表面を整
えている。機械を扱うその“遊び” の最中は、真剣
な眼差しで手先を凝視する。そして、それが一転、
一息ついた時の表情は柔らかく、目元は優しげに
なる。別小屋の事務所兼休憩室では、干したドン
コをあぶり、時にはちょっとした酒盛りになること
もある。さながら大人たちの秘密基地だ。木造の
味わいある山小屋のような作業場も自分たちで
作った。「自分たちで？」と聞くと「大工の棟梁もいた
もんだからね」と発案者の大澤継彌（おおさわつ
ぐや）さんは笑う。
　大人が熱中するのに、ずいぶんふさわしい場所
だ。「仮設住宅の集会所は女性たちがお茶っこサ
ロンやったりしててね。女性はたくましいよね」。自
分たちの居場所も……ということで大澤さんが仮
設住宅に入っていた男性たちに声をかけ、この場
所に集うようになった。でも、1週間もすれば話す
話題もつき、それならばと木工を作り始めた。作っ
てみると「お店で売ってみようか」と言ってくれた人
がいて、売れた……そうか売れるのかと楽しく
なってまた一つ作ってみようか、と“遊び” は少し
ずつ広がっていった。人の入れ替わりはありつつ
も、今の工房のメンバーは5人。取材したこの日
は3人が迎えてくれた。
　ここは岩手県の沿岸北部にある野田村。村の

中心から南西に向かって約4.5キロ。曲がりくねっ
た山道を進んでいくと、少し開けたところに木工
工房の「だらすこ工房」がある。
　「だらすこ」とはふくろうのこと。「ここらへん特有
の言葉かな？ 鳴き声から来てるんだって。だらすこ
～だらすこ～って聞こえたんだね、昔の人は」と大
澤さんは語る。とはいえ、もともと大澤さんのおじ
さんとおばさんが住んでいたこの場所に通い始め
てから約30年になるが、当のだらすこを見たこと
はないらしい。「大きな幹が必要だから、もっと
もっと山奥にいるんでしょうね」。代わりに来客は、
事務所の玄関にある木で作られた「だらすこ」の看
板に案内される。
　工房を始めて1年ほど経った頃、太陽光発電を
広めている団体から人づてに連絡があった。施設
を組み立てる場所をかしてほしいという話かと思
い、承諾した。が、よくよく聞いてみると、施設を建
て、運用も全てやってくれ、ということだった。畑村
茂さんや赤坂正一さんたちメンバーに相談すると、
やってみようとなった。もちろん、全員にとって初め
ての体験。2012年の年末に基礎を作り、春になっ
てから上のソーラー部分を取り付けた。「仲間で木
を伐採して基礎を作りました。私も大工だからあ
る程度は水平器がなくても見れる」と畑村さん。そ
の資金は市民ファンドで全国の人の出資資金など
でまかなわれた。これをきっかけにソーラーを見に
出資者がやってきたり、マスメディアが取材に来た
りもした。
　活動を通して色々な輪が広がってきて、この日は
年末の仕事納めに向けて、依頼されていたコース
ターとパズルを赤坂さんは黙 と々研磨し仕上げてい

た。赤坂さんももともと大工で、手を動かしてモノを
作るのが好きなのだという。
　震災から2年が過ぎた頃から、モノ自体の売れ
行きは下がってきているという。とはいえ、「もとも
と好きな時に来て、遊ぶ」というコンセプトだったと
いうことで気にはしていないらしい。むしろ、広
がった輪をどう楽しむかが大切。若い人が NPO
を始めると聞けば事務所を間借りさせてあげると
いい、地元の中学の木工体験などの課外授業を
受け入れ、遠方からの大学生がわざわざ訪れにも
やってくる。地域間の交流、若い世代との交流を
楽しんでいる。
　だらすこのメンバーが子供の頃は、小刀ひとつで
何かを削って遊び道具を作り、一日中遊んでいた。
たとえば、水鉄砲ならぬ、杉鉄砲。基本的な構
造は水鉄砲と一緒だが、杉の実を飛ばせるように、
穴の大きさだったりを調整。これがなかなか難し
く、上手くいかないと、ガキ大将がやり方を教えて
くれたんだとか。
　「今は今の遊びがある。でも、遊び道具を自分で
作ったりするような遊び方もあるんだよってことを若
い人に伝えられたらと思っている」と大澤さん。若
い世代と交流しながら、こんな大人でもできるん
だから、自分たちならもっとできるんだよと教えて
あげたいと思っている。 「太陽光発電にしても、
こんな大人だってできてるんだよ、って思って欲し
いねぇ」 と畑村さん。
　言葉にすることでつながるものもあれば、一つの
目標を共にしてモノを作ってつながれることもある
……だらすこの 「遊び場」 という言葉にはそんな
メッセージが込められているかもしれない。
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野田村

花巻

完成イメージ図。皆で考えた「街並み
ルール」は、家の前の道路沿い１メー
トル幅には構造物をつくらない・でき
れば緑を植える、隣地境界線との間
隔を１．５メートルあける、家を塀で囲
わない、など。

左から、赤坂正一さん、大澤継彌さん、畑村茂さん

「あおい地区まちづくり整備協議
会」会長の小野竹一（たけいち）
さん。仮設住宅の自治会長も務
め、地域全体を盛り立てている。 強

い
住
民
目
線
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行
政
を
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右・住民参加の井戸端会議（ワークショップ）の様子。数にして年間120回。例えば４つ
の公園はそれぞれどんなコンセプトのものにしてほしいか、など生活者目線で意見を出
し合った。左・家族が身代わりになって助かったペットを飼っている人も少なくない。通
常ペット禁止の公営住宅でも、飼い主たちでルールをつくり、住民皆に了承を得る形で
共存の道が開かれた。後に市の集合住宅を除く全災害公営住宅に適用された。



豊かな漁場と若い漁師の海 
福島漁業の今と未来

【福島県相馬市】

東北復興新聞
WEBサイトから
東北復興新聞WEBサイト
 （http://www.rise-tohoku.jp）では、
紙面に掲載した以外にも
復興現場の記事が掲載されています。

通常記事の他にもイベントやツアー、
助成金などの情報も満載。
ぜひご覧下さい。

被災地での社員研修
企業人が

現場を訪れる意義とは

リクルートキャリア、
「リクナビNEXT」で

被災地の職員採用を支援

ピックアップNEWS
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（問）0187-46-2139

ほんの数分なのに、歩く間に髪がパリパリと凍り
ついてしまう。ふと見ると本陣の窓の外にはアイ
スクリームが置いてある。この季節、気温はマイナ
ス5℃を下回り、外気は冷凍庫のように寒いのだ。
もはやカチコチに凍りついてしまいそうな体で思
うことはただひとつだけ、「一刻も早く温泉につ
かりたい、あたたまりたい！」。
　鶴の湯には白湯、黒湯、滝の湯、中の湯と4つ
の源泉が湧き、それぞれ効能も肌触りも違うから、
もちろん全部入りたい。はやる思いで温泉棟へ急
ぎ、まずは内湯の黒湯へ。子宝の湯、ぬぐだまり
の湯である黒湯につかれば、じわじわと体の芯か
らぬくまって、しびれるような、救われたような。
「はぁ～、ぬぐだまる」と秋田弁を真似てから、今

度は2つある露天風呂で雪見露天と洒落込もう。乳
白色のにごり湯に体をゆだね、向かいの山を見上げ
ると、風に吹かれた雪が舞い上がり山がゴォゴォと
鳴った。気温はこんなにも寒いのに、首から下はぽ
かぽかでいつまでも湯から出たくない。この不思議
な感覚は体験してみないとわからない。雪国の冬、
温泉がどれほど体に沁みるものなのか。ノスタルジッ
クな山の宿でそれをしみじみと味わった。

　こんもりと雪が積もる JR田沢湖駅から、乳頭
温泉郷へ車を走らせると、標高が高くなるにつれ
て雪はどんどん深くなった。雪山は白一色、キラ
キラと光る樹氷に目を奪われていると、行く手に
「本館鶴の湯」と書かれた簡素な木の門があらわれ
た。その先に広がったのは、これは墨絵の世界だ
ろうか？ 昔話の1ページに迷い込んだような風景
には、ひなびた山の湯治場の雰囲気がそのまま残
されていて風情満点。こんな秘湯がまだ日本に
残っていたなんて。
　車を降りて雪かきされたばかりの小道を歩くと、
江戸時代のものだという茅葺屋根の本陣からはラ
ンプの灯りがもれてくる。湯の沢にくるくる廻る
水車の向こうには、温泉棟の湯小屋が。そこまで

江戸時代のひなびた湯治場そのままに
「乳頭温泉郷 鶴の湯」

秋田県 仙北市田沢湖vol.11

水の入った水槽につけて浄化され、私たちの食卓に向けて
出荷されるのだ。
　処理場前を後にして再び船に乗り込み、次に目指すは塩釜
港。港からほど近い「塩竈かき小屋」で浜焼き牡蠣をたっぷ
りいただく待望の昼食タイムだ。大きな鉄板のあるテーブル
を囲むと、前日に水揚げされたばかりの新鮮な牡蠣が、
「ジューッ！」と音を立て、鉄板に勢いよく盛られる。
　殻を開けると、ほのかな湯気を立て、プリっとした白い身が
現れた。殻にたまったお汁と一緒に一口でいただく。口の中
にフワーッとした旨味が広がる。不思議なことに、身の大きさ
は必ずしも殻の大きさと比例しない。殻いっぱいに大きな身
が入っていると、「やった、当たり！」と、嬉しさが倍増する。
　「美味しい食を求めて来てくれることが復興の応援になる
んです」。土産物屋で聞いた地元の人の言葉に励まされ、早
くも次の旅に思いを馳せる。

　日本三景に数えられる特別名勝・松島の魅力をより深く堪
能しようと、遊覧船で湾内クルージングに出かけた。松島港
を出発すると間もなく、右に左にユニークな形の島が表れる。
湾内には大小260余の島 が々連なり、乗客たちはシャッター
チャンスを逃すまいと大忙しだ。仁王像を思わせる風格の仁
王島、4つの洞門に大波が打ち寄せると鐘を打ったように聞
こえる鐘島など、２つとして同じ形の島はない。波間からは
牡蠣や海苔の養殖棚も見える。
　船はやがて湾内で２番目に大きな桂島に到着した。たった
４つしかない有人島の１つだ。港から少し歩くと、少し生臭
いような強い磯の香りが鼻をつく。牡蠣処理場だ。水揚げ
されたばかりの牡蠣が大きなカゴに盛られている。海中の泥
にまみれて、店頭に並んでいる姿とはだいぶ様子が違う。で
も、これこそが新鮮さの証拠。水揚げされた牡蠣はこの後、
体内の排泄物などを流すため、最低でも丸一日、きれいな海

クルージングでとれたての牡蠣に舌鼓

vol.3 宮城県 松島町
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ほどよい酸味と甘みはヨー
グルトにも合いそうだ。自
由な発想で楽しみたい。

みずほフーズ ほんのりピーチ
酒との相性は天下無敵。思わず口説きたくなるピーチ姫

福島県vol.11

http://www.mizuhofoods.com/detailed.php?n=1　（問）024-547-3888

られる気立ての良さに、もしこれが女性だったら
間違いなく口説いているだろうと妄想してしまう
のはやむを得ない。
　古来より食品の保存法として伝えられ、その地
域の風土や習慣が反映される漬物は、食文化の象
徴とも言える。漬物といえば大根、キュウリ、野
沢菜など、野菜を連想しがちだが、地元の名産品
である桃を、一年中味わえるようにと漬物にする
自由な発想と、ふるさとの味を大切にする気持ち
からこの愛らしいピーチ姫がうまれたのだろう。
　そういえば桃の花言葉には「天下無敵」というも
のもあるそうだ。私も妻の巨大な桃の下に敷かれ
ないように気をつけたい。（Ｋ）

　「気立てが良い」、「チャーミング」、「私はあなた
のとりこ」。これらは私が妻を口説いた際のセリフ
ではない。桃の花がもつ花言葉である。
　みずほフーズの「ほんのりピーチ」は、太陽をいっ
ぱいに浴びた福島県産の美味しい桃を、無添加、
無着色にこだわり、素材のもつ味を堪能できる昔
ながらの方法で、一つひとつ丁寧に手作りしてい
る漬物だ。大胆にカットされたボディはしそでピン
クに染められ、その美しさに思わず手を伸ばした
くなる。口にするとポリポリとした歯ごたえが心地
よく、同時に桃の甘酸っぱさが奥ゆかしく広がる。
　初めて知ったときはデザートとして楽しむだけの
一品かと思っていたが、実際に味わってみると日本
酒にもよく合う。そのルックスと、誰にでも合わせ


